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シャフト型トルクメータ UTMⅢ・UTMⅡの特長

・1/10000 の分解能と卓越したゼロ点の安定性を実現
・機器組込が容易な小型軽量設計
・安心の許容過負荷 500%
・スリップリングレスでメンテナンスフリー

超小型、高精度、アンプ内蔵の回転トルクメータの決定版

UTMⅢ追加機能

UTMⅢと UTMⅡの違い

UTMⅢ UTMⅡ

応答性 5 kHz
（サンプリング周波数：20 kHz）

1 kHz
（サンプリング周波数：6 kHz）

出力レンジ ± 10 V　負荷抵抗 5 kΩ 以上 ± 5 V　負荷抵抗 2 kΩ 以上
デジタル出力 RS-485 機能なし
デジタルゼロ センサに内蔵 機能なし
可変ローパスフィルタ センサに内蔵 機能なし
定格 2 Nm 以下のケース奥行き 32 mm 40 mm
ケーブル出し口 上部 側面
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UTMⅢ 回転トルクメータ
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UTMⅡ 回転トルクメータ
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UTMV 防滴・防錆タイプ 回転トルクメータ
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UTFⅡフランジ型トルクメータ

1000 Nm

IP65
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トルクモニタ 型式別仕様一覧表

● 標準
○ オプション

注 1:UTMⅢ との接続用
注 2:タッチパネルからの設定も可能

注3:ユニパルスホームページよりダウンロード可能

主な仕様 TM320 TM380 TC80
-CCL

TC80
-D3V

TC80
-EIP TM301 TM400 TM700 TM500 TM201

トルク用
電圧入力（V）

10 ● ● ● ● ●

5 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エンコーダ入力
角度 ● ●

低速回転数 ●

角度 + 低速回転数 ● ● ● ●

A/D 変換速度
（回 / 秒）

300 ● ●

4000 ●

16000 ● ● ● ● ●

20000 ● ●

アナログフィルタ
(Hz)

（−6 dB/oct.）

OFF ●

3 ● ●

10 ● ●

30 ● ● ● ● ●

100 ● ● ●

300 ● ● ● ● ●

1 k ● ● ● ●

3 k ● ●

10 k ● ●

30 k ● ●

デジタルフィルタ（LPF）
3 Hz ～ 1 kHz、PASS ● ● ●

1 Hz ～ 1 kHz、PASS ● ●

OFF、1 ～ 30 Hz ●

デジタルフィルタ（HPF） 3 Hz ～ 1 kHz、PASS ●

1 Hz ～ 1 kHz、PASS ● ●

デジタルフィルタ（移動平均回数）
トルク

OFF、2 ～ 300 ● ●

OFF、2 ～ 999 ● ● ● ● ● ● ● ●

デジタルフィルタ（移動平均回数）
回転速度

OFF、2 ～ 300 ● ●

OFF、2 ～ 999 ● ● ● ● ● ●

デジタルフィルタ（移動平均回数）
角度

OFF、2 ～ 300 ●

OFF、2 ～ 999 ● ● ● ● ● ●

電源電圧（V）

AC 100 ～ 240 ●

AC 100 ～ 240（AC アダプタ） ● ●

DC 24 ● ● ● ● ● ● ●

内蔵二次電池 ●

上下限比較    （ ）内は銘柄数 ●（1） ●（1） ●（1） ●（1） ●（1） ●（1） ●（1） ●（1） ●（16） ●（1）
動力表示 ● ● ● ● ● ●

インターフェイス

SIF ● ● ● ●

232 ○ ○ ○ ●

485 ●注 1 ●注 1 ● ● ●

BCO ○ ○ ○

D3V ○ ○ ● ○ ○

DAV ○ ○ ○

DAI ○ ○ ○

CCL ●

EIP ●

USB ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ●

SD カードスロット ○

ホールド動作

サンプル ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ピーク ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ボトム ● ● ● ● ● ● ● ● ●

P-P ● ● ● ● ● ● ● ● ●

平均値 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

極大値 ●

極小値 ●

変曲点 ●

終点変位 ●

ピーク（角度） ● ● ● ●

ピーク（角度 + トルク） ● ● ● ● ●

5 区間マルチホールド ●

検出区間（外部区間信号） ● ● ● ● ●注 2

検出区間（外部トリガ信号 + 時間） ● ● ● ●

検出区間（開始レベル + 時間） ● ● ● ●

検出区間（開始レベル + 終了レベル） ● ● ● ● ●

波形比較 ●

CE マーキング ● ● ● ● ● ● ● ● ●

RoHS2 指令 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

専用パソコンソフト ●注 3 ●注 3 ●注 3 ●注 3 ●注 3 ●注 3 ●注 3 ●注 3 ●注 3 ●注 3

17



トルクモニタ
TM320 高速トルクモニタ　高速サンプリング。

143

16
8 19
0

120

TM320

UTM

g 

18



TM380 高速トルクモニタ　高速サンプリング。エンコーダオプションに対応
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TC80-CCL/D3V/EIP　トルクコンバータ　コンパクトな組込型。
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REM　回転角・回転速度コンバータ　回転角と回転速度をリアルタイムに電圧出力に変換REM　回転角・回転速度コンバータ　回転角と回転速度をリアルタイムに電圧出力に変換

＊ロータリーエンコーダオプションのみ対応

＊モードは、DIPスイッチで変更が可能

● Z相の信号（UTMⅡのみ）や外部パルス信号で
原点決めが可能

● ロータリーエンコーダの回転角と回転速度を
-10 ～ +10 Vのアナログ電圧で同時にモニタ可能

単位︓mm

REMの出力

対応トルクメータ UTMⅡUTMⅢ

外形寸法

仕　様

ピンアサイン

エンコーダ付きトルクメータの
回転角と回転速度をリアルタイムに電圧出力に変換

多チャンネルのオシロスコープなどを用いることによって
トルクと回転角、トルクと回転速度の関係を
リアルタイムにモニタすることが可能

電圧出力のためフィードバック制御などにも最適

28

2-φ4.5

80 2

2-M3皿ねじ

78 90
.5

10
3

→ON

回転角信号

回転速度信号

電圧出力の分解能

電圧出力の非直線性

電圧出力の応答特性

使用温度範囲

出力の温度影響

湿度

電源電圧

消費電流

外形寸法

重量

付属品

別売品

-10 ～ +10 V

-10 ～ +10 V

±10 Vに対して1/50000

0.01% FS 以下

DC ～ 5 kHz/-3 dB

-10 ～ +50℃

0.005% FS/℃ 以下

85% RH 以下 (結露不可)

DC 24 V±15％

0.04 A 以下

28(W)×78(H)×80(D) mm(突起部含まず) 

約 120 g

取扱説明書
CATM(R)21-M︓  UTMⅡロータリーエンコーダ接続用ケーブル 2 m
CATM(R)51-M︓  UTMⅡロータリーエンコーダ接続用ケーブル 5 m
CATM(R)321-MR︓  UTMⅢロータリーエンコーダ接続用ケーブル 2 m
CATM(R)351-MR︓  UTMⅢロータリーエンコーダ接続用ケーブル 5 m
CN91:  UTMⅡロータリーエンコーダ接続用防水プラスチックコネクタ

※3  1 rpm 以上で測定が可能です。
※4  0.1秒以上、ロータリーエンコーダのパルスが入力されないと
　　 出力は原点（0 V）に戻ります。

■ 位置の出力

モード1︓+180°（+10 V）を超えると、-180°（-10 V）となります。

モード3︓+360°（+10 V）を超えると、0°（-10 V）となります。

※1  モード1, モード3︓軸が一定方向に回転する様子を
    モニタする場合

※2  モード2︓軸が細かく振動する様子をモニタする場合

出
力

電
圧

[V
]

角度[°]
-10

-5

0

5

10

-630 -540 -450 -360 -270 -180 -90 0 90 180 270 360 450 540 630 720 810

出
力

電
圧

[V
]

角度[°]
-10

-5

0

5

10

-630-730 -540 -450 -360 -270 -180 -90 0 90 180 270 360 450 540 630 720

出
力

電
圧

[V
]

角度[°]
-10

-5

0

5

10

-225 -180 -135 -90 -45 0 45 90 135 180 225

モード1（※1） モード3（※1）モード2（※2）

位置 -180 ～ +180° 0 ～ +360°-90 ～ +90°

■ 回転速度の出力（※3、※4）

モード1 モード2 モード3

-4000 ～ +4000
rpm

-2000 ～ +2000
rpm

-4500 ～ +4500
rpm

-2000 ～ +2000
rpm

-2000 ～ +2000
rpm

-1000 ～ +1000
rpm

-1000 ～ +1000
rpm

-1000 ～ +1000
rpm

-500 ～ +500
rpm

モード4

-500 ～ +500
rpm

-500 ～ +500
rpm

-250 ～ +250
rpm

速度
UTMⅢ/

UTMⅡ（WR）
速度

UTMⅡ
（0.05 ～ 10 Nm）

速度
UTMⅡ

（20、50 Nm）

端子台（外部機器と接続）
種類 ピン番号 信号名

外部入力 1

ANALOG OUT 2

2

ANALOG GND 2

PWR（＋24 V）
PWR（0 V）

DIGITAL ZERO ＋
DIGITAL ZERO －

ANALOG OUT 1
ANALOG GND 1

未接続

電源

未接続

回転角
出力
回転速度
出力

NC

NC

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

コネクタ（UTMⅢ、UTMⅡ
　　　　　ロータリーエンコーダと接続）

種類 ピン番号 信号名
未接続 1

2
NC
PWR（＋5 V）

A相

GND

ロータリー
エンコーダ

電源※

電源※＆
ロータリー
エンコーダ

Z相（UTMⅡのみ）
B相

3
4
5

6

※駆動電源をUTMⅢ/UTMⅡ
　ロータリーエンコーダに供給可能

+90°（+10 V）を超えても、出力は10 Vのままになります。
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TM301　トルクモニタ　スタンダードな 1 台。使い勝手のよいシンプルシステム

UTM

TM301

TM301 TORQUE
MONITOR

91

g

g 
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TM400　ポータブルトルクモニタ どこでも使えるポータブルモニタ。コンパクトながらハイスペック

TORQUE MONITOR
PORTABLETM400

14
8

39
35

14
0

88

TM400 PORTABLE TORQUE MONITOR
Ser No

MADE IN JAPAN

g
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TM700 高速トルク波形モニタ 20000回/秒の高速サンプリング。UTMⅡ/UTMV の性能をフルに引き出す

24

2 m

16
8 19
0

120 143

g 



TM500　トルク波形モニタ 角度（長さ）とトルクの関係を測定。エンコーダオプションに対応

TM500 TORQUE
MONITOR

UTM

TM500

g

g
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TM201

UTM /UTMV

TM201

87
.5

80

50

23

g

TM201　USB インターフェイス 実験・研究での利用に最適。測定データの PC への取込が容易
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UCM/UCS/UCD カップリング
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禁止事項

・本体を固定しない場合は、オルダムカップリングを絶対に使用しないでください。
　UTMⅢ/UTMⅡ本体が軸から外れて、怪我や破損など思わぬ事故につながる可能性があります。　

・ダブルディスクタイプやスリットタイプのカップリングを、筐体を固定していない UTMⅢ/UTMⅡの両端に取付けないでください。
　共振が発生して予想外の過負荷が生じたり破損したりすることがあります。

・Load 側にリジッドカップリングを取付ける場合には、筐体を固定せず Drive 側にダブルカップリングを取付けてください。

・筐体を固定する場合には、両側にダブルカップリングを取付けてください。

高速回転での使用時の注意

ミスアライメントによって生じる測定誤差について

UTMⅢ/UTMⅡを高速回転で使用する場合、芯ズレの調整と共に回転バランスの調整も必要です。回転バランスがとれていない状態
で軸を高速回転させると、共振により UTMⅢ/UTMⅡ本体などが異常振動し破損する場合があります。徐々に回転速度を上げながら
バランスを修正しつつ注意深く作業を行ってください。高速回転で使用する場合にはキー溝なしのタイプを推奨いたします。

偏角・偏心がある状態でカップリングを接続すると、UTMⅢ/UTMⅡの軸に曲げモーメントが加わります。測定値に誤差が生じる原
因となるので、カップリングの許容範囲内であっても、UTMⅢ/UTMⅡ取付け時のミスアライメントはできるだけ小さくなるように
してください。また接続したモータやギアの軸にエンドプレイ（軸方向のあそび）が存在する場合、回転中に振動が発生する場合や
軸が一方向に押し付けられる荷重（スラスト荷重）が発生する場合があります。スラスト荷重は測定値に誤差が生じる原因にもなり
ます。エンドプレイを許容できるカップリングを選定するとともに、軸方向にかかる力が測定値に影響するかどうか、事前に確認し
てください。

エンコーダオプションを使用する場合など UTMⅢ/UTMⅡの筐体を固定して使用する際は、ダブルディスクタイプなどの偏心と偏角
の両方を許容するカップリングを用いて接続してください。筐体を固定した状態でシングルディスクタイプのカップリングを使用し
ないでください。大きな偏心反力が軸に伝わり、測定誤差が生じるのみならず、UTMⅢ/UTMⅡ本体の寿命の低下や破損の原因とな
ります。

型式構成

筐体 Load 側 Drive 側

固定しない場合 シングル
リジッド

シングル
ダブル

固定する場合 ダブル ダブル

＜筐体を固定する場合のカップリングの取付け方 (UCD) ＞
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カップリング適合表
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仕様

外形寸法　UCM15 ～ 56、UCS15 ～ 39
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外形寸法　UCM65B、80B、90B

J

J J

J J

31



外形寸法　UCM125B、155B、200B

外形寸法　UCM260

J

J J

J J
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外形寸法　UCD15 ～ 56

外形寸法　UCD65B、80B、90B
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外形寸法　UCD125B

J

J J

J J
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UTMⅢロータリーエンコーダ付属ケーブル

UTMⅢ付属ケーブル



39

UTMⅡロータリーエンコーダ付属ケーブル

UTMⅡ付属ケーブル



JCSS校正サービス
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トルクメータ関連用語
g

g



42

ご利用上の注意
設置時のオーバーロード

片側を固定した状態で
設 置 す る 場 合、 意 図  
しないトルクがかかり
オーバーロードとなる
ことがあります。
特 に 低 容 量 の 機 種 は  
ご注意ください。

水などの浸入や結露

軸を伝わって水などが浸入し
ないようご注意ください。
本体が結露する環境での使用
は避けてください。

共振によるオーバーロード

回転振動がある機器を接続する
場合は、共振によって軸トルク
がオーバーロードになる場合が
ありますのでご注意ください。

軸の加工

軸の加工は絶対にしないでください。
UTMⅢ/UTMⅡの軸にはセンシングの
機能があります。

UTMシリーズブロック図
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アプリケーションレポート①
＜ ベアリングの起動トルク測定 ＞

アプリケーションレポート②
＜ 複合機のローラートルク測定 ＞
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アプリケーションレポート③
＜ モータのコギングトルク測定 ＞

アプリケーションレポート④
＜ ノイズの多い環境下での測定 ＞
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アプリケーション例
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